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0カイザーウイルヘルノ、研究所

研究員ハー ン ・シュ トラスマ ン

マイ トナー (ハーンの弟子女流物理学者)
ユダヤ系の為デンマークのボーア (1885～

1962)の所に亡命、ハーンの実験の続 きを

る。(1989)マ イ トナーの実験

曜年n→ B4+K《 (後で説明)
アメ リカの国際物理学会に出張中のボーア

に報告 した。ボーアは学会を中断 してマイ

トナーの実験を試みる。

・ドイツに対抗 して原子力開発を決定する

・費用上地アメリカ負担。人材 ヨーロッパ
0基礎研究に4年 費やし1943年にアメリカ

テネシー州オークリッジの人黒離れた所
に工場ができ人日は2万人(暗号名Y12)

・分子、原子のおさらい。

物質は総て分子からで来ている、種類は無限

分 r‐は原子の泄1み合わで出来る。

原子の種類は約100種(H(1)0¨̈ ・I″r(103)

・原子 ・・Atom A(非 )tome(分 割)

・ラザフォー ド(1871～1937)イギ リス

1902、原子は電子、原 :r核(陽子、中1生子¨)

の素粒子か らなる原子構造を発表

U■ は腐食1社大銀のみIIこ の銀の壁に無数の穴
(極小、分子なみ)をあける。
(B) U F6に 電気を帯びさせて (イオン化)こ れ

を高電圧で加速 して磁界の中を走 らせるとイオ
ンは円形の軌道を描いて進むこのときの半径は

殆ど同時(1902)に独立 して日本の長岡半

郎(1865～1937)大阪大教授、総長が全 く同 じ

原子模型を発表 していた

長岡の原子模型
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・原子構造

水素 H

質量 電荷
e電子 0   1
pt t F  l   + 1

n中性子 1   0

判ゥ∫◎c
2番目…He告

・原子の種類(化学的質)原子核内のpの数で

決まり中性子の数に関係ない。

例 水素は上に書いた普通のものの他に

Hテ の重水素があるpが1個だか

ら化学的性質は全 く同 じ、ただnの分だけ重い

この関係を互いに同位体 という。

100種の原子総てが数個十数個同位体を持つ

磁石、電流が必要でカル フォルニアエ科大学のロー

レンス博士が指揮をとりこれを百∫能に した。
(A)(B)で 出来た可:r/」1945年8月6日広島に投 下

2.P u239を 作 る (エ ンリコ・フェル ミ指揮)

Uの 中に99.3%もあるU238ιこス ピー ドを適度に調

節 した中性子をあてるとP u239になる、この Pu(プ

ル トニウノ、)は U235と 同様核分裂する。

話 =こ肩戦k積 百二鷺 フェル ヨま馴 破 わ

を減速材 として用い積み Lげ 炉を作 った (原子炉 )

現在(北朝鮮その他)の原爆の総ては効率のいいPu

を使 っている、減速材が中性子を吸収するので炭素

より吸収の少ない重水が使われている。

1942年2月フェル ミは U238か らP u 239を原子炉

で作 ることに成功 これが1945年8月9日長崎に投下

水素爆弾(水爆 )

ア メリカ、ロシア、フランス保有

二種の重水素の核融合によるエネルギー1発で半径

100Kmは死滅 日本列島は3発の水爆の放射能で壊滅 し

て しまう。原爆の1000倍の威力があり原爆はマ ッチ

の役 日である。太陽の熱エネルギーの源はこの核融

0ウラン(ウラニウム)Uの主な同位体は曜囃
マイ トナーがやった実験
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a > b  となり質量が一部消えて しまった

分子の世界 例 C+02→ £0ぇ
ag    bg   a=|

・消えた質量はアインシュタインの質量エネ

ギーの同等性 E=mCt Cは 光速3Xld8m/s

今、lg(1円玉 )がエネルギーになった場合

E=lX(3Xlσ・ア=9xl♂
°(ェルグ)このエネ

(3〉 e

ギーは22万 トンの0℃の水を100℃に出来 る。 合である。
S.o


